
令和５年度 事業報告 

 運営委員会  
 

構成メンバー：土井まゆみ（絆の会）、綿貫好子（廣望会）、木下香織（長野県社会福祉事業団）、

勝山淳一（長野市社会事業協会）、岸田隆（森と木）、板倉重彦（長野南福祉会・北部障害者相

談支援センター）、小池晶代（信濃の星・北部障害者相談支援センター）、池田純（ジェイハー

ト）、大堀尚美（ポプラの会）、宮尾千恵子（長野市手をつなぐ育成会）、府川裕一（こどもプラ

ス青木島教室・こども部会）、三井絵美子（森と木・かつどう部会） 

長野市障害福祉課担当者  穂苅修利・高野晃弘・小林栄一・池田匠・立原博之  

 

１ 年間テーマ 

・ふくしネット運営の全体調整 

 

２ 部会等の開催状況 

日時 会場 人数 

（人） 

部会のテーマ       主な内容 

月 日 

４ 28 長野市役所 15 ・運営体制について 

・地域課題について 

・関係団体の委員推薦 

・県自立支援協議会報告 

・パンフレット・運営要領・部会執行部体制 

事務局体制・予算・運営の確認 

・地域課題の取組み方の確認 

・第 2回全治協議会振返り 

 

６ 7 

 

長野市ふれあ 

い福祉センター 

30 【運営委員会・部会長連絡会 

合同】 

・ふくしネット運営について 

・今年度の取組について 

・執行部体制・会議体の役割分担・ 

部会運営・年間予定・地域課題の取組  

など確認 

７ ６ 長野市役所 15 ・ふくしネットフェスタについ 

て 

・第 1回全体協議会について 

・県自立支援協議会報告 

 

・ふくしネットフェスタ・第 1回全体協議 

会の進め方を確認 

10 ３ 長野市ふれあ 

い福祉センター 

２５ 【運営委員会・部会長連絡会 

合同】 

・ふくしネットフェスタ検討 

・地域課題の取組状況共有 

・第 1回全体協議会検討 

・ふくしネットフェスタ各部門の準備状況 

共有 

・地域課題ワーキング・ケアマネ連絡会 

課題整理の状況共有 

・第 1回全体協議会の講師選定 
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11 １０ 長野市ふれあ 

い福祉センター 

２９ 【運営委員会・部会長連絡会 

合同】 

・ふくしネットフェスタ振返り 

・第 1回全体協議会について 

・次期福祉計画について 

・県自立支援協議会への課題 

提出 

・ふくしネットフェスタの開催実績報告・ 

取り組んでの感想共有 

・第 1回全体協議会の講演内容、役割 

分担、タイムスケジュール確認 

・福祉計画へのふくしネットからの意見 

提出について 

１ ９ 長野市ふれあ 

い福祉センター 

１２ ・第 1回全体協議会について 

・来年度からの運営委員会の

体制について 

・第 2回全体協議会について 

・基幹相談支援センター設置

に向けた状況について 

・第 1回全体協議会振返り 

・来年度運営委員改選に伴い、構成メ

ンバー・任期・運営の進め方を検討 

・第 2回全体協議会日程、内容の検討 

 

１ ２９ 更北公民館 29 【運営委員会・部会長連絡会 

合同】 

・第 1回全体協議会について 

・来年度からの運営委員会の 

体制について検討 

・第 2回全体協議会について 

・福祉計画の意見募集の結果 

共有 

・基幹相談支援センター設置 

に向けた状況について 

・長野市障害者相談支援業 

務等委託事業者選考結果 

報告 

・第 1回全体協議会の開催実績共有、 

感想 

・来年度からの運営委員会体制につい 

て意見交換 

・第 2回全体協議会の内容・役割分担・ 

時間配分を検討 

 

２ 19 長野市役所  ・来年度からの運営委員会の

体制について 

・運営委員会事業報告につい 

て 

・第 2回全体協議会について 

・日中サービス支援型共同生 

活援助における「地方公共団 

体が設置する協議会等への 

報告・評価」について 

・長野市障害者相談支援業 

務等委託事業者選考結果 

報告 
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３ 機関紙、冊子、アンケート調査・行事など報告書 

・ワーキング主催による学習会等の開催 

・全体協議会、障害者週間関連企画（ふくしネットフェスタ）の実施 

 

 

４ 課題について 

（１）主な検討課題 

・ワーキンググループの開催 

・第 7期長野市障害福祉計画・第 3期長野市障害児福祉計画への意見提出 

・運営委員会の改選に向けた検討 

 

 

（２）検討の目的と結果（現状） 

・「災害時の支援体制」、「生活介護での入浴支援」、「高齢化問題」、「ＧＨの休日支援」、「医ケア児の移

送問題」をケアマネ・運営委員・長野市のメンバーがワーキンググループで検討。 

・3年ごとに作成される長野市障害福祉計画・長野市障害児福祉計画に対して、ふくしネットとしての

意見集約を行い長野市へ提言。 

・運営委員会の任期が今年度で終了となるため、効率的に議論決定ができるような運営委員・各委員

会の体制について検討。 

 

 

（３）引き続き検討が必要とされる課題 

・ワーキンググループは継続して地域課題に取り組む。 

 

 

 

（４）部会の運営体制について 
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５ 総括（1年間を振り返って） 

 今年度は、ワーキングにおける課題検討と障害福祉計画・障害児福祉計画への意見提出が大きな

取り組みでした。 

前年度、「学校卒業後の夕方支援」ワーキングにおいて、日中一次支援の見直しについて取り組ん

だ結果、重度障害者と行動援護対象者の単価と利用時間数の見直しがされ、一定の成果を得られま

した。今年度同ワーキングでは引き続き次の課題として、通所時間以外の時間における充実した豊か

な生活実現のための支援について検討を進めています。 

全国的に災害が頻発する時代に入り、支援が必要な方々が被災した時の支援体制確立に注目が集

まる中、 「災害時の支援体制」ワーキングでは、“災害時の障害者の避難について事業所が考えるこ

と ～指定福祉避難所と福祉避難所～”と題して、学習会形式のワーキングを主催したところ多くの

参加者があり関心の高さを実感した。そんな折、令和6年元旦に発生した能登半島地震災害は、改め

て自然災害の脅威を思い知らされる事となり、引き続きワーキングでの検討を進め、長野市の災害

時の被災者支援体制へ提言して行きます。 

第 7 期長野市障害福祉計画・第 3 期長野市障害児福祉計画（案）へのパブリックコメントに対して

は、ふくしネットとして 24の意見を提出し計画に反映されました。 

 新年度は運営委員改選期に当たり、当事者・ケアマネ連絡会・専門部会からの委員を増やした構成

にし、効率的に議論決定できると共に、より多くの目線で意見を反映できる体制にしていきます。そ

して「誰一人取り残さない」社会に向けて、ふくしネットの運営に取り組んで参ります。 

 


